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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　媒体（１６）上に液状の香味料（１５）を塗布するための装置であって、
－香味料（１５）が容器（１０）から少なくとも一つの導管（１１）を介して塗布装置（
１４）に供給可能であり、
－塗布装置（１４）が媒体（１６）上へ香味料（１５）を塗布するための制御可能な弁を
備えており、香味料（１５）が塗布装置（１４）に圧力制御されて供給可能であり、
－香味料（１５）を塗布するために、媒体（１６）が、塗布装置（１４）のそばを通り過
ぎて移動可能であり、
－塗布装置（１４）の弁が媒体（１６）に対して短い間隔をおいて配置されているか或い
は媒体に当接している装置において、以下の特徴、すなわち
ａ）加熱調節ユニット（１８）が少なくとも二三の機構の加熱を制御するために設けられ
ており、これらの機構が容器（１０）、導管（１１）および塗布装置（１４）を含んでい
ること、
ｂ）媒体（１６）上に塗布された香味料（１５）が、塗布装置（１４）に隣接して配置さ
れた分配機構（１７）により均一に分配可能であること、
ｃ）容器（１０）に圧力がかかっておらず、香味料（１５）がポンプ装置（２７）を用い
て塗布装置（１４）に供給可能であることという以上三つの特徴を備えていることを特徴
とする装置。
【請求項２】
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　前記装置の複数の機構が、導管（２６）を介して機械制御装置（２５）と接続されてい
ることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記装置の前記複数の機構が導管（１１）を介して互いに不動に接続されていることを
特徴とする請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　媒体（１６）がシガレットの箱の内側ライナーのための長尺材料であることを特徴とす
る請求項１～３のいずれか一つに記載の装置。
【請求項５】
　分配装置（１７）として平滑な枠縁が設けられていることを特徴とする請求項１に記載
の装置。
【請求項６】
　ポンプ装置（２７）が歯車ポンプであることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、媒体、特にシガレット包装箱の内側ライナーのための素材片上に、好ましく
は液状の香味料、特にメントールを塗布するための装置であって、香味料が（貯蔵あるい
は処理）容器から少なくとも一つの導管を介して塗布装置に供給可能である、請求項１の
上位概念による装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　経験から、香味料としてのメントールを供給することが様々な変形形態で知られている
。従って、メントールは例えば液状の形態でタバコ連続体を形成する際に供給できる。そ
の際に、メントールはノズルを用いてタバコ連続体タバコ連続体に対して吹付けられる。
対応するように、媒体はこの場合タバコ連続体である。しかし、経験からシガレットのフ
ィルター（端部）上に、あるいはタバコ連続体を包むためのシガレット紙上にメントール
を塗布することが知られている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　これから出発して、本発明の根底を成す課題は、冒頭に挙げた様式の装置を更に発展さ
せることである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この課題を解決するための装置は請求項１の特徴を備えている。従って、塗布装置が香
味料を媒体に塗布するための制御可能な弁を備えており、香味料が圧力制御されて塗布装
置に供給可能であるようにすることが意図されている。
【０００５】
　さらに、香味料を取扱うための装置の複数の機構の少なくとも一部が加熱可能であり、
少なくとも二三の機構の加熱を制御および／または調節するための加熱調節ユニットが設
けられており、機構が好ましくは容器、導管、弁および塗布装置を備えているように構成
されていてもよい。
【０００６】
　一つあるいはどの容器にも、容器内にある香味料の量を特定するための計量装置、特に
ロードセルが割当てられており、好ましくは容器内にある香味料の量のための充填状態表
示器が設けられている。
【０００７】
　本発明に好ましい実施例において、装置の機構が導管を介して機械制御装置と接続して
いるように構成されている。



(3) JP 6289374 B2 2018.3.7

10

20

30

40

50

【０００８】
　容器内の香味料が、好ましくは低圧下で、特に０．５バール未満の圧力下で貯蔵されて
おり、容器内の圧力により塗布装置に直接および／または間接的に供給可能であり、その
際に容器内の圧力が好ましくは弁を用いて、好ましくは比例弁を用いて制御可能であるこ
とに第一の独自性がある。
【０００９】
　容器が圧力下にない状態にあり、香味料がポンプ装置を用いて塗布装置に供給されてい
るように代替え案は構成されていてもよい。
【００１０】
　容器が圧力下にない状態にあり、好ましくは香味料が搬送装置を用いて、無圧の貯蔵容
器から高い位置にある処理容器に供給され、かつそこから導管を介して低い位置にある塗
布装置に供給可能であるように、香味料が搬送装置を用いて塗布装置に供給可能であるよ
うに代替え的変形は構成されていてもよい。特にこの場合、香味料の揮発を防ぐために、
搬送装置の領域内の搬送区間がカプセルに入れられているように構成されている。
【００１１】
　別の独自性は、香味料を有する複数、特に二つの容器が設けられており、これらの容器
が各々１つの導管を介して、両容器の一つから塗布装置への香味料の供給を交互に制御す
るための切換弁を備えていることにある。この解決手段の長所は、その都度一方の容器を
満たすことができる一方で、香味料を他方の容器から取出すことにあってもよい。それに
より装置の連続運転が保証されている。
【００１２】
　本発明の好ましい他の発展形態において、特に装置の機構が導管を介して互いに不動に
接続している。このようにして、故障し易く製造されてきた接続機構などはなくなる。
【００１３】
　本発明による装置は、特別な方法で、シガレット包装箱、特に内側）ライナーのための
素材片上にメントールを、同期してかつ連続的に塗布するのに適している。塗布はばらば
らの素材片上に行われるか、あるいは素材片のための（連続した）長尺材料上にも行われ
る。
【００１４】
　本発明の好ましい実施例を以下に図に基づき説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】香味料を塗布ための装置の第一の変形の概略図である。
【図２】香味料を塗布ための装置の第二の変形の概略図である。
【図３】香味料を塗布ための装置の第三の変形の概略図である。
【図４】香味料を塗布ための装置の第四の変形の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【実施例】
【００１６】
　香味料を塗布ための装置の第一の変形を図１による概略図に示してある。
【００１７】
　その際に、香味料は二つの容器１０内に準備される。容器１０のいずれからも導管１１
が弁１２に通じている。弁１２からは別の導管１３が塗布装置１４に通じている。
塗布装置１４は香味料１５を媒体１６上に塗布するために使用される。
【００１８】
　香味料１５を媒体１６上で均一に分布させるために、塗布装置１４に隣接して分配機構
１７が設けられている。
【００１９】
　これまで記載した装置の機構は加熱可能である。加熱を制御および／または調節するた
めに、導管１９を介して上記の機構と接続する加熱調節ユニット１８が使用される。



(4) JP 6289374 B2 2018.3.7

10

20

30

40

50

【００２０】
　両容器１０には各々、特にロードセルの形式で計量装置２０が割当てられている。
これにより容器１０の充填状態が測定される。容器１０の充填状態を表示するために、充
填状態表示器２１が導管２２を介して計量装置２０と接続している。
【００２１】
　両容器１０は０．５バール未満の低圧力下にある。圧力の制御は切換弁２３ならびに比
例弁２４により行われる。
【００２２】
　装置を制御するために、機械制御装置２５が設けられており、この機械制御装置は導管
２６を介して塗布装置１４、加熱調節ユニット１８、弁１２、切換弁２３、比例弁２４お
よび充填状態表示器２１と接続している。
【００２３】
　これまで説明した装置は基本的に以下のように作動する。香味料１５は過剰圧力により
容器１０から運ばれ、その際に弁１２により制御され、両方の容器１０のこの弁から香味
料１５は塗布装置１４に達する。
【００２４】
　塗布装置１４は、香味料１５を媒体１６上に塗布するための制御可能な弁を含んでいる
。媒体１６とは、提示した実施例ではシガレットの箱の内側ライナーのための素材片であ
る。
【００２５】
　媒体１６は香味料１５の塗布時に塗布装置１４に沿って移動して通り過ぎ、弁は媒体１
５に対して短い距離をおいて配置されている。塗布される香味料１５は、例えば平滑な枠
縁として構成されていてもよい分配機構１７により均等に分布される。代替え的に、塗布
装置の弁は媒体にほぼ当接してもよい。
【００２６】
　容器１０内の圧力は、比例弁２４と切換弁２３を介して調節される。比例弁２４は圧力
を調節するのに使用される。切換弁２３を使用して、圧力は運転の状態にある容器１０に
供給される。
【００２７】
　計量装置２０を使用することにより、低充填状態が好ましくは容器１０の一方において
検出されると同時に、この容器は対応するようにいっぱいの容器１０と交換されるか、あ
るいは容器１０はその場で充填される。香味料はその都度容器１０から目下のところ運ば
れるのが好ましい。しかし、両容器１０から同時に香味料１５が運ばれることも考えられ
る。
【００２８】
　香味料１５とはこの場合、好ましくは液状形態で加工されるメンソールである。だが別
の香味物質あるいは香味料を別の凝集状態（Ａｇｇｒｅｇａｔｚｕｓｔａｅｎｄｅｎ）で
使用することも考えられる。
【００２９】
　図２は装置の第二の変形を示す。香味料１５を収容するための無圧の容器１０から、加
熱可能な導管１１を介して、この導管１１内に配置されたポンプ装置２７を用いて香味料
１５は塗布装置１４へ運ばれ、かつ上述したように媒体上に塗布される。ポンプ装置２７
とは例えば歯車ポンプであってもよい。
【００３０】
　加熱調節ユニット１８はここでも装置の機構と導管１９を介して接続している。機械制
御装置２５は導管２６を介して塗布装置１４、加熱装置１８およびポンプ装置２７を制御
あるいは調節する。
【００３１】
　香味料１５は導入ホッパ２８を介して容器１０内に充填され、容器１０の加熱により液
化され、容器１０からポンプ装置２７により塗布装置１４までポンプで汲み上げられそし
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て媒体１６上に塗布される。
【００３２】
　装置の他の変形を図３に示してある。無圧の容器１０から香味料１５は、搬送装置２９
を介してレベルに配置されかつ加熱可能な容器１０に供給される。容器１０から香味料１
５は、導管１１を介して塗布装置１４に供給される。
【００３３】
　前述の実施例におけるように、加熱調節ユニット１８は対応する導管１９をそなえてお
り、機械制御装置２５は対応する導管２５を備えている。
【００３４】
　搬送装置２９はこの場合、バケットバケットコンベヤとして構成されており、このバケ
ットコンベヤは下側の容器１０から出発してカプセルに入れられたあるいは閉鎖されたケ
ーシング３０内に配置されている。
【００３５】
　香味料１５としてのメントールを加工する際、メントールの結晶はエレベーティングコ
ンベヤを用いて高い位置にあり加熱された容器１０内に搬送される。そこで溶かされるか
あるいは液化されたメントールを搬送するための対応する圧力を形成するために、容器１
０は例えば３～４ｍ、機械あるいは塗布装置１４の上方にあってもよい。
【００３６】
　香味料を塗布するための装置の第四の変形を図４により概略的に示してある。
【００３７】
　その際に、香味料は二つの容器１０，３１内に準備して持っている。貯蔵容器として使
用される第一の容器３１から、導管１１が弁２３を介して処理容器として使用される第二
の容器１０に通じている。第二の容器１０から導管１３が塗布装置１４に通じている。
【００３８】
　これまで説明した装置の機構は加熱可能である
加熱を制御および／または調節するために、導管１９を介して先に挙げた機構と接続して
いる加熱調節ユニット１８が使用される。
【００３９】
　両容器１０，３１には各々計量装置２０が特にロードセルの形式で割当てられている。
ロードセルにより容器１０，３１の充填状態が測定される。容器１０，３１の充填状態を
表示するために、充填状態表示器２１が導管２２を介して計量装置２０と接続している。
【００４０】
　容器１０，３１は両方とも過剰圧力下にある。図４で左側の（貯蔵）容器３１は、必要
の際には、図４で右側の（処理）容器１０に液状の香味料あるいはメントールを供給する
。容器１０は０．５バール未満の低圧力下にある。両容器１０、３１の圧力の制御は比例
弁２４により行われる。
【００４１】
　装置を制御するために機械制御装置２５が設けられており、この機械制御装置は導管２
６を介して、塗布装置１４、加熱調節ユニット１８、弁２３、比例弁２４および充填状態
表示器２１と接続している。
【００４２】
　メントールあるいは香味料１５を案内する導管１１，１３が、装置の機構と不動に接続
していることが全実施例で行われるのが好ましい。例えば導管１１，１３と容器１０，３
１の間、弁２３と塗布装置の間に連結部材を使用することが代替え案として考えられる。
この場合、例えば容器３１は図４では複数の容器１０を充填するために異なる製造ライン
で使用できる。
【００４３】
　記載された装置は、メントールとは別の香味料１５を塗布するのに適している。例えば
タバコ、フィルター片などのような包装材料から成る素材片あるいは長尺材料とは別の媒
体上へ香味料１５を塗布することも考えられる。
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【符号の説明】
【００４４】
１０　　容器
１１　　導管
１２　　弁
１３　　導管
１４　　塗布装置
１５　　香味料
１６　　媒体
１７　　分配
１８　　加熱調節ユニット
１９　　導管
２０　　計量装置
２１　　充填状態表示器
２２　　導管
２３　　切換弁
２４　　比例弁
２５　　機械制御装置
２６　　導管
２７　　ポンプ装置
２８　　導入ホッパ
２９　　搬送装置
３０　　ケーシング
３１　　容器

【図１】 【図２】
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              特開２０００－１１８５１０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭５２－１３７０１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－３１７３７１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－０１１９１２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－０３４６２２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００２－５３９９４０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－１７３９０２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１２６７６３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０６－１２１９６０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－２９９４０９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－１８９２９５（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許第０３４２４１２５（ＵＳ，Ａ）　　　
              米国特許第０４０６８６１４（ＵＳ，Ａ）　　　
              特開２００４－１６７２９４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０２－１６００７３（ＪＰ，Ａ）　　　
              英国特許第００９７６７９２（ＧＢ，Ｂ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              　Ｂ０５Ｃ１／００～Ｂ０５Ｃ２１／００
              　Ｂ０５Ｄ１／００～Ｂ０５Ｄ７／２６
              　Ｂ６５Ｄ１／００～Ｂ６５Ｄ９０／６６
              　Ａ２４Ｂ１／００～Ａ２４Ｆ４７／００
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